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平
成
30
年　

中
土
佐
町
議
会

　

３
月
定
例
会

議
審

案
議

一
般
会
計
予
算

　
「
平
成
30
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
予
算
」
は
、
前
年

度
比
７
億
６
千
万
円
増
の
77

億
１
８
０
９
万
円
と
、
過
去

最
大
の
大
型
予
算
と
な
っ
た
。

庁舎移転等が本格化
一般会計予算7億6千万円増

　

町
議
会
選
挙
後
最
初
と
な

る
平
成
30
年
３
月
定
例
会
が

３
月
６
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
町
長
の
行
政
報

告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
・
15
日
に
は
一
般
質

問
（
Ｐ
５
か
ら
関
連
記
事
）

が
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
、

町
の
課
題
に
つ
い
て
執
行
部

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
各
会

計
予
算
な
ど
町
長
提
出
の
24

議
案
を
可
決
。
教
育
長
に
岡

村
光
幸
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
庁
舎
等
の
高
台
移

転
関
連
事
業
に
、
12
億
２
千

万
円
超
（
人
件
費
・
道
路
改

修
等
含
む
）
が
計
上
さ
れ
た

た
め
だ
。

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
本

井
康
介
議
員
が
、
「
道
の
駅

な
か
と
さ
」
の
指
定
管
理
料

を
減
額
す
る
修
正
動
議
を
提

出
し
た
。
採
決
の
結
果
、
修

正
案
は
否
決
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

修
正
動
議

　

原
案
に
対
し
、
議
員
が
修

正
の
提
案
を
行
う
こ
と
。

３月定例会に提出された議案書

平成30年度一般会計予算77億1809万円の使いみち

　　　　　　　　　　【主な事業】

・空き家活用住宅改修工事
・廃止路線代替バス運行費補助金
・庁舎等移転用地整備工事
・町道不動越４号線改修・新設工事
　（庁舎等移転関連）　　　　　　　　　　
・役場庁舎建設工事　
・あったかふれあいセンター事業委託料
・民間施設老人保護措置委託料　
・高幡東部清掃組合負担金
・園芸用ハウス整備事業費補助金
・町道善賢寺線改良工事
・橋りょう修繕工事
・久礼排水ポンプ増設事業委託料
・高幡消防組合分署費負担金
・高幡消防組合本部費負担金
・木造住宅耐震改修工事費補助金
・老朽住宅等除却費補助金
・空調機設置工事
　（上ノ加江小 ･大野見小・久礼中・上ノ加江中・大野見中）
・大野見体育館 ･竹原体育館大規模改修工事

4012万円
3700万円
6967万円
4966万円

10億2951万円
3700万円
5813万円

1億4561万円
3187万円
3169万円
3700万円

1億9100万円
2億2494万円
3257万円
4900万円
3290万円
8963万円

1億1199万円

歳入

歳出

町　税
5億1767万円

地方交付税
　30億4569万円

使用料・手数料
8029万円国庫支出金

4億8862万円

県支出金
5億5514万円

繰入金
4億6354万円

町　債
21億8650万円

その他
3億8064万円

【予算の内訳】

人件費
11億6599万円

物件費
　8億9287万円

扶助費
3億9192万円

公債費
11億2955万円

補助費等
6億8351万円繰出金

6億4658万円

投資的経費
26億2830万円

その他
1億7937万円
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「
道
の
駅
」
指
定
管
理
料
の
減
額
求
め
る

修
正
動
議
を
否
決

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
本

井
議
員
が
提
出
し
た
修
正
動

議
は
、「
道
の
駅
な
か
と
さ
」

の
指
定
管
理
料
１
０
０
０
万

円
を
減
額
し
、
開
業
１
年
後

の
実
績
を
踏
ま
え
た
積
算
根

拠
を
示
し
た
後
に
、
補
正
予

算
に
計
上
し
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
下
元
道
夫

議
員
、
窪
田
和
教
議
員
が
修

正
案
に
、
佐
竹
敏
彦
議
員
が

原
案
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
の

討
論
を
行
っ
た
。

　

討
論
の
後
、
採
決
を
行
い

賛
成
５
、
反
対
６
で
修
正
案

は
否
決
さ
れ
た
。

（
Ｐ
４
・
10
参
照
）

平成30年度に1000万円の指定管理料が支払われる㈱ SEA プロジェク
トが管理する「道の駅なかとさ」での、地元産品を販売する特設店も出
店したスプリングフェア（３月25日）

修
正
案
に 

賛
成

　

「
１
０
０
０
万
円
も
町
が
出
す
」

「
何
で
」「
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
疑
問
の
声
を
何
人
も
の
方
か

ら
聞
く
。

　

道
の
駅
の
売
り
上
げ
・
人
件
費
・

そ
の
他
の
経
費
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
決
算
が
出
て
い
な
い
た
め
今

現
在
で
は
分
か
ら
な
い
。
議
会
と
し

て
国
民
・
町
民
の
税
金
か
ら
出
し
て

い
る
１
０
０
０
万
円
は
「
こ
の
た
め

に
使
っ
て
い
る
」
と
町
民
に
説
明
が

で
き
な
い
。
決
算
が
出
て
い
な
い
た

め
、
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

私
は
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
ま
ま
の

賛
成
は
、
極
め
て
議
員
と
し
て
無
責

任
な
行
動
と
な
る
と
考
え
る
。

　

道
の
駅
の
委
託
料
は
、
総
務
課
長

は
債
務
負
担
行
為
で
は
な
く
、
単
年

度
で
予
算
を
組
む
と
言
っ
た
。
な
ら

ば
支
出
の
根
拠
を
示
さ
な
い
と
町
民

は
納
得
で
き
な
い
。
１
年
間
の
活
動

を
見
て
私
ど
も
が
納
得
で
き
る
よ
う

な
根
拠
が
い
る
。

　

せ
っ
か
く
開
業
し
た
道
の
駅
だ
。

こ
れ
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
う
の
は
、

町
民
も
議
会
も
同
じ
だ
。
開
業
し
て

軌
道
に
乗
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
集

中
的
な
支
え
が
必
要
な
こ
と
も
分
か

る
。だ
か
ら
こ
そ
根
拠
の
あ
る
数
字
・

金
額
を
提
示
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
側
は
１
０
０
０
万
円
を
否
定
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
（
修
正
案
）
提

案
者
が
言
う
よ
う
に
、
１
年
間
の
経

営
状
況
が
分
か
っ
た
段
階
で
の
予
算

の
執
行
で
あ
れ
ば
十
分
納
得
で
き
る
。

　

予
算
の
透
明
性
と
い
う
観
点
か
ら

も
こ
う
あ
る
べ
き
だ
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ
た
中
で
、

よ
う
や
く
形
が
で
き
た
。
３
月
４
日
に

は
来
場
者
が
25
万
人
を
超
え
、
売
上
額

２
億
７
０
０
０
万
円
を
達
成
し
た
。
雇

用
者
も
70
人
だ
。
一
大
産
業
が
で
き
た
。

　

中
土
佐
町
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
６
０
億
円
に

プ
ラ
ス
２
億
７
０
０
０
万
円
だ
。
こ
れ

か
ら
町
経
済
を
ど
う
誘
導
し
、
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
と
っ
て
い
く
か
と
い
う
試
金

石
で
は
な
い
か
。

　

１
０
０
０
万
円
を
投
資
し
て
２
億
７

０
０
０
万
円
を
稼
ぐ
。
す
ば
ら
し
い
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
否
決
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
業
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
か
。
１

０
０
０
万
円
で
「
頑
張
っ
て
や
ろ
う
じ

ゃ
な
い
か
」
「
町
も
助
け
て
く
れ
る
」

「
よ
し
、
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た

気
持
ち
が
働
き
、
「
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
く
」
と
。

　

地
産
外
商
と
い
う
中
土
佐
町
の
大
き

な
課
題
を
一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
く
と

い
っ
た
意
味
で
の
投
資
で
は
な
い
か
。

原
案
に 

賛
成

債
務
負
担
行
為

　

事
業
が
複
数
年
度
に
わ
た
る
場
合
、

将
来
の
支
出
額
を
定
め
る
行
為
。

下
元
道
夫
議
員

決
算
が
出
て
か
ら
で

窪
田
和
教
議
員

予
算
の
透
明
性
を

佐
竹
敏
彦
議
員

地
産
外
商
へ
の
投
資
だ

道の駅なかとさ

No.49（平成30年５月）中土佐町議会だより3



≪３月定例会の主な議案と議員の賛否≫ ○・・賛成　●・・反対　／・・議長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

可
　
　
　
否

町道の路線の認定、変更及び一部廃止
※「寺野線(大野見)」を認定し、「馬鞍線(矢井賀)」を変更し、「立石線(久

礼)」の一部を廃止するもの
○○○○○○○○○○○ 可

決

過疎地域自立促進計画の変更
※平成28年作成の計画を変更するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
都市公園条例の一部改正
※上位法令の改正に対応するためのもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
国民健康保険税条例の一部改正
※上位法令の改正に対応するためのもの（税率の見直し、税方式の改正

等）
○○○○○○○○○○○ 可

決

一般職の職員の旅費に関する条例の一部改正
※県外出張等に要する旅費の支給方法の取り扱いを改めるもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
嘱託職員の任用及び勤務条件等に関する条例の一部改正
※「介護予防支援員」の職名を追加するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
国民健康保険条例の一部改正
※平成30年度の国保制度改革に対応するためのもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
保健福祉に関する諸計画策定のための委員会設置条例の一部改正
※「障害児福祉計画」の策定を追加するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
介護保険条例の一部改正
※介護保険料を見直すもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を
定める条例
※上位法令の改正に対応するためのもの

○○○○○○○○○○○ 可
決

包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正
※上位法令の改正に対応するためのもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
後期高齢者医療に関する条例の一部改正
※被保険者の住所地特例の規定が見直されることに対応するためのもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
町立保育所設置条例の一部改正条例
※大北保育所および双名保育所を廃止するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
文化財保存事業等分担金徴収条例の廃止条例
※文化的景観保護推進事業国庫補助の変更に対応するためのもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度一般会計補正予算（第6号）
※645万円を増額し、歳入歳出予算をそれぞれ70億5895万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
※1899万円を増額し、歳入歳出予算をそれぞれ13億1721万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度介護保険特別会計補正予算（第4号）
※37万円を増額し、歳入歳出予算をそれぞれ13億1351万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度一般会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ77億1809万円とするもの ○●○○●○●○●○● 可

決
平成30年度一般会計予算に対する修正動議
※「道の駅なかとさ」の指定管理料を減額するもの ●○●●○●○●○●○ 否

決
平成30年度国民健康保険特別会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ10億1588万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ231万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度農業集落排水事業特別会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ6365万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度介護保険特別会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ14億2108万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度後期高齢者医療特別会計予算
※歳入歳出予算をそれぞれ1億2247万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度簡易水道事業会計予算
※収益的収支の収益、費用をそれぞれ1億4085万円とするもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
教育委員会教育長の選任（岡村光幸さん）
※任期3年 ○○○○○○○○○○○ 同

意

しました。賛成・反対私は、
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一 般 質 問
〜所信を問う〜

下元　道夫 ･････P ６
■鰹乃國水産の運営は
■早期米のブランド化支援を

佐竹　敏彦 ･････P ７
■太陽光発電で中国資本の進出は
■消防団員の待遇改善を

山本　建生 ･････P ８
■職員採用は地元優先を
■人権啓発センターは地域の実態把握を

窪田　和教 ･････P ９
■国保税の子どもの均等割減免を
■薪ストーブの普及を

本井　康介 ･････P10
■今期４年の抱負は
■公共施設等移転の進捗は

高橋　雄造 ･････P11
■「道の駅なかとさ」の外国人の避難誘導は
■島ノ川渓谷の整備は

福永　守恭 ･････P12
■今期４年の考えは
■「道の駅なかとさ」はイベントで情報発信を

　

３
月
14
・
15
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
新
人
議
員
３
人
を
含
め
７
人
の
議
員
が
、

４
期
目
を
迎
え
た
町
長
の
抱
負
や
職
員
採
用
問
題
、
そ
し
て
、

外
国
人
の
避
難
誘
導
等
、
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
執
行

部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

No.49（平成30年５月）中土佐町議会だより5



問
鰹
乃
國
水
産
の
運
営
体
制

を
変
更
す
る
理
由
、
漁
協
・

漁
業
関
係
者
・
鰹
乃
國
水
産

従
事
者
と
の
協
議
は
。

多
田
水
産
商
工
課
長 

㈱
シ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
運
営
が
移

る
方
が
、
販
売
促
進
・
商
品

開
発
の
強
化
が
可
能
に
な
る
。

漁
協
・
漁
業
関
係
者
と
は
協

議
し
て
い
な
い
。
鰹
乃
國
水

産
従
事
者
と
は
昨
年
度
よ
り

協
議
を
重
ね
て
き
た
。

ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
は

問
釣
り
上
げ
て
す
ぐ
に
ス
ラ

リ
ー
ア
イ
ス
に
漬
け
込
む

「
ぴ
ん
ぴ
鰹
」
。
水
揚
げ
直

後
に
漬
け
込
む
「
上
々
鰹
」
。

そ
し
て
、
加
工
・
販
売
・
発

送
に
お
け
る
ス
ラ
リ
ー
の
活

用
。
こ
の
こ
と
は
、
運
営
体

下 元 道 夫

スラリーアイス
活用は今までどおり

鰹乃國水産の運営は

制
が
変
わ
っ
て
も
や
っ
て
い

く
の
か
。

多
田
水
産
商
工
課
長
ス
ラ
リ

ー
ア
イ
ス
の
活
用
方
法
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
鮮
度
保
持

に
有
効
な
特
性
を
生
か
し
て
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
平
成
23
年
８
月
30
日
、
カ

ツ
オ
一
本
釣
り
船
主
、
漁
協

役
員
、
役
場
、
高
知
工
科
大
、

地
域
振
興
公
社
の
５
者
が
話

し
合
い
を
し
た
。
そ
し
て
、

「
よ
し
、
ス
ラ
リ
ー
の
有
効

  

コ
メ
は
赤
字
だ
！    

早
期
米
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
を

最
大
限
支
援
し
て
い
く

3月20日、今年初めての 1トンを超える初ガツオの水揚げ

性
は
分
か
っ
た
。
す
ぐ
に
は

金
儲
け
に
は
な
ら
ん
か
も
し

れ
ん
が
、
自
分
の
た
め
に
、

町
の
た
め
に
、
そ
し
て
我
が

子
の
た
め
に
や
る
」
と
い
う

力
強
い
漁
師
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。
こ
の
信
頼
関
係
が

大
事
と
思
う
が
。
合
わ
せ
て
、

新
体
制
の
人
員
体
制
は
。

多
田
水
産
商
工
課
長
漁
業
関

係
者
と
の
協
議
は
重
要
と
思

っ
て
い
る
。
新
体
制
に
つ
い

て
は
、
強
化
を
図
る
よ
う
に

し
た
い
。

問
早
期
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
支

援
を
聞
く
。
現
在
、
30
㌔
で

１
等
米
価
格
は
、
平
成
25
年

６
２
５
０
円
、
平
成
26
年
４

８
５
０
円
、
平
成
29
年
は
６

６
７
２
円
だ
。
せ
め
て
、
８

０
０
０
円
で
販
売
で
き
な
い

か
。

　

今
後
、
農
林
課
・
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
を
含
め
具
体
的

な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

槇
本
農
林
課
長
栽
培
方
法
の

差
別
化
が
必
要
だ
。
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
は
営
農
に
詳

し
い
方
が
い
る
の
で
最
大
限

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

道
の
駅
と
産
業
振
興
は

問
道
の
駅
の
水
産
、
農
業
の

実
出
荷
者
数
並
び
に
売
上
高

は
。

下
元
企
画
課
長
２
月
時
点
の

農
産
物
の
町
内
登
録
者
数
は

61
人
で
出
荷
者
は
36
人
。
水

産
物
の
登
録
者
数
30
人
。
う

ち
漁
業
者
の
出
荷
者
数
７
人
。

　

農
産
物
の
昨
年
７
月
の
売

り
上
げ
は
１
５
４
万
円
。
今

年
２
月
は
１
６
４
万
円
。
水

産
物
は
昨
年
７
月
が
３
０
８

万
円
で
今
年
２
月
は
１
７
３

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

早期米の田植え（3月30日）
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公 ･ 民施設に声掛け

消防団員の待遇改善を
問
消
防
団
員
は
、
24
時
間
３

６
５
日
常
に
非
常
呼
集
（
さ

れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
状

態
）
に
あ
り
、
家
族
を
含
め

心
理
的
負
担
は
大
き
い
。
団

員
の
充
足
に
も
、
黒
潮
本
陣

や
道
の
駅
な
ど
公
の
施
設
か

ら
消
防
団
員
応
援
の
店
の
制

度
化
を
図
る
な
ど
、
福
利
厚

生
等
総
合
的
な
待
遇
改
善
の

取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

平
田
総
務
課
長
負
担
軽
減
の

意
味
で
も
待
遇
改
善
は
重
要

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
団
応
援
の
店
は
、
高

知
県
消
防
協
会
で
制
度
化
し

て
い
る
。

　

高
幡
広
域
で
は
須
崎
市
と

津
野
町
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
と
自
動
車
整
備
工
場
の
３

件
が
登
録
し
て
い
る
。
本
町

は
現
段
階
で
は
未
登
録
だ
。

公
の
施
設
や
民
間
施
設
に
声

を
か
け
な
が
ら
お
願
い
す
る

よ
う
な
形
に
な
る
。

上
ノ
加
江
公
民
館
に
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
を

問
上
ノ
加
江
の
地
域
振
興
の

戦
略
的
要
と
し
て
、
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
を
改
築
す
る
公

民
館
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

池
田
町
長
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
立
ち
上
げ
の
動
き
も
あ
る

と
聞
く
。
有
志
が
一
歩
を
踏

み
出
し
、
い
ろ
ん
な
形
で
地

域
の
賛
同
を
得
、
町
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
形
が
望
ま
れ

る
。

問
太
陽
光
発
電
に
名
を
借
り

て
、
中
国
資
本
に
北
海
道
や

沖
縄
、
対
馬
列
島
な
ど
日
本

が
相
当
買
収
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
太
陽
光
発
電
の
箇
所

数
は
。
所
有
は
日
本
人
か
。

有
効
な
手
立
て
は
。

　

水
源
地
も
同
様
の
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
が
。

山
本
町
民
環
境
課
長
太
陽
光

発
電
施
設
は
、
久
礼
楠
の
川

１
、
川
崎
２
、
中
大
坂
１
、

上
ノ
加
江
網
代
１
の
５
カ
所

だ
。
中
国
系
資
本
の
情
報
は

現
在
な
い
。

　

水
源
地
は
安
倍
首
相
も
国

太
陽
光
発
電
で  　
　
　

中
国
資
本
の
進
出
は

本
町
で
の
情
報
は
な
い

家
安
全
保
障
上
の
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
国
の

動
向
な
ど
踏
ま
え
必
要
な
対

策
を
検
討
す
る
。

大北地区（久礼）に設置されているソーラーパネル

応援
の店

月1回行われる陸閘（りっこう）・水門等の点検

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
仕
組
み
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山 本 建 生

新たな体制を作らないと

地域の実態把握を

問
町
職
員
採
用
試
験
を
聞
く
。

平
田
総
務
課
長
１
次
試
験
は

教
養
試
験
と
事
務
適
性
検
査

の
合
計
点
で
合
格
者
を
決
め

る
。
２
次
試
験
は
面
接
と
作

文
で
決
め
る
。
１
次
試
験
は

高
卒
と
大
卒
は
同
じ
試
験
だ
。

２
次
試
験
で
は
町
三
役
（
町

長
・
副
町
長
・
教
育
長
）
と

有
識
者
３
名
で
面
接
を
行
い

決
定
す
る
。
合
格
者
決
定
ま

で
の
議
事
録
は
残
し
て
い
な

い
。
面
接
官
の
氏
名
も
公
に

し
て
な
い
。

問
池
田
町
政
12
年
間
の
合
格

者
は
、
保
育
士
を
除
き
39
人
。

地
元
採
用
が
15
人
で
地
元
以

外
採
用
者
が
24
人
だ
。

　

地
元
を
優
先
す
べ
き
と
い

う
町
民
の
声
を
ど
う
考
え
る

か
。

池
田
町
長
町
内
か
ら
採
用
し

た
い
と
思
う
が
１
次
試
験
に

通
ら
な
い
。

　

町
内
出
身
者
が
町
内
を
つ

ぶ
さ
に
知
っ
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
。
町
外
か
ら
来
た
職

員
で
も
町
内
各
地
を
回
り
町

民
・
地
域
の
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
者
も
い
る
。

職
員
は
町
内
に
居
住
を

問
募
集
要
項
に
は
「
合
格
し

た
ら
町
内
に
住
む
こ
と
」
と

あ
る
が
。

平
田
総
務
課
長
個
々
の
事
情

に
よ
り
全
員
は
町
内
に
住
ん

で
い
な
い
。

職
員
採
用
は
地
元
優
先
を

今
ま
で
ど
お
り
の
方
針
で

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

崩
壊
、
地
域
力
の
低
下
が
言

わ
れ
る
。
町
内
に
住
む
こ
と

が
義
務
で
は
な
く
、
地
域
社

会
の
維
持
継
続
に
役
場
職
員

が
役
割
を
果
た
せ
な
い
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
る
。

　

苦
労
し
て
子
ど
も
を
大
学

ま
で
行
か
し
て
も
「
役
場
に

入
れ
な
い
」
と
い
う
町
民
の

気
持
ち
。
町
外
か
ら
採
用
す

る
よ
り
地
元
で
育
て
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長
今
ま
で
の
方
針
で

こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
く
。

問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
設

立
目
的
、
業
務
内
容
を
聞
く
。

竹
邑
教
育
次
長
同
和
対
策
事

業
の
中
で
昭
和
52
年
に
総
合

解
放
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立

し
た
。
周
辺
地
域
と
の
連
携

が
目
的
だ
。
業
務
内
容
は
隣

保
館
児
童
館
業
務
と
研
修
宿

泊
施
設
業
務
だ
。

問
対
象
地
域
の
孤
独
死
、
多

重
苦
な
ど
を
把
握
し
て
い
る

か
。

竹
邑
教
育
次
長
把
握
し
て
い

な
い
。

問
啓
発
セ
ン
タ
ー
が
対
象
地

域
や
周
辺
地
域
の
実
態
に
触

れ
て
な
い
こ
と
を
町
長
は
ど

う
思
う
か
。

池
田
町
長
孤
独
死
の
こ
と
は

初
め
て
知
っ
た
。
新
た
な
体

制
を
つ
く
ら
な
く
て
は
と
思

う
。

問
部
落
問
題
解
決
の
た
め
交

流
や
共
同
作
業
が
必
要
で
は

な
い
か
。
啓
発
セ
ン
タ
ー
が

周
辺
地
域
に
山
積
す
る
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
は
啓
発
面

で
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

中
城
教
育
長
交
流
拡
大
や
共

同
作
業
は
啓
発
的
な
効
果
も

高
い
と
考
え
て
い
る
。

小鎌田の海岸沿いに建つ人権啓発
センター　　　　　　　　　　　

人権啓発
センター

採用者数
39人

出身地別採用者の状況（平成19年～平成30年）
※保育士13人を除く

学歴別採用者の状況（平成19年～平成30年）
※保育士13人を除く

高知市以外
の県内

12人（31％）
町　内

15人（38％）

高　校
12人（31％）

専門学校
3人（8％）

短期大学
1人（2％）

大学中退
2人（5％）

大　学
21人（54％） 採用者数

39人

高知市
5人（13％）

県　外
7人（18％）

町　外
24人（62％）
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窪 田 和 教
地方６団体の要望として

子どもの均等割減免を
問
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割

は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る

と
の
考
え
か
ら
減
免
す
る
自

治
体
が
あ
る
。
本
町
も
減
免

す
る
考
え
は
な
い
か
。

池
田
町
長
均
等
割
の
廃
止
は

全
国
知
事
会
で
も
そ
う
し
た

動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
直

ち
に
廃
止
は
考
え
に
く
い
。

お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
意
味
は
よ

く
理
解
し
て
お
り
、
今
後

（
地
方
）
６
団
体
の
一
つ
の

要
望
と
し
て
も
、
ま
た
中
土

佐
町
と
し
て
も
検
討
し
て
い

く
。

問
薪
ス
ト
ー
ブ
や
薪
風
呂
は
、

山
林
の
未
利
用
資
源
の
活
用

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
と
い
う
面
が
あ
る
。
薪

ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
を
望
む

声
は
多
い
。

槇
本
農
林
課
長
佐
川
町
で
は

助
成
が
あ
り
年
間
５
件
程
度

の
申
請
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
町
内
で
も
相
当
の
需
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
東
日

薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を

山
の
手
入
れ
･　
　
　

　
　
　

薪
の
需
要
拡
大
に

本
大
震
災
で
は
ス
ト
ー
ブ
が

活
躍
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問
県
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
広
葉
樹
や
雑
木
の

「
薪
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関
心
を

示
し
て
い
る
。
県
の
対
応
を

見
守
る
だ
け
で
な
く
要
望
の

多
い
ス
ト
ー
ブ
へ
の
助
成
や

薪
ビ
ジ
ネ
ス
へ
積
極
的
に
動

く
べ
き
だ
。

槇
本
農
林
課
長
薪
ス
ト
ー
ブ

へ
の
補
助
は
山
の
手
入
れ
や

薪
の
需
要
を
拡
大
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
。

前
向
き
に
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

町
民
と
の
対
話
を

問
町
長
選
挙
が
無
投
票
だ
っ

た
だ
け
に
町
民
と
の
対
話
を

行
い
、
ご
意
見
や
ご
要
望
に

国民健康保険税

地
方
６
団
体

　

地
方
公
共
団
体
の
首
長
の

連
合
組
織
で
あ
る
全
国
知
事

会
・
全
国
市
長
会
・
全
国
町

村
会
の
執
行
３
団
体
と
、
地

方
議
会
の
議
長
の
連
合
組
織

で
あ
る
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
・
全
国
市
議
会
議
長

会
・
全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
議
会
３
団
体
を
合
わ
せ
た

６
団
体
。

所得割 課税標準額　× 7.35%
均等割 被保険者1人につき 22,000円
平等割 1世帯につき 21,000円

所得割 課税標準額　× 2.22%
均等割 被保険者1人につき 9,000円
平等割 1世帯につき 6,000円

国保税計算の仕組み
（平成30年度から）

基礎分

後期高齢者支援金分

国保税の計算では、世帯の構成員全員に
「均等割」がかけられます。収入のない
子どもにも「均等割」分がかかります。
子どもの数が多いほど税が高くなります。

※介護分は40歳以上の支払いのため省略。

真し
ん

摯し

に
耳
を
傾
け
る
必
要
が

あ
る
。
町
民
と
の
意
思
の
疎

通
を
は
か
る
決
意
を
聞
く
。

池
田
町
長
い
ろ
い
ろ
な
時
間

を
利
用
し
て
地
域
を
回
る
中

で
、
直
接
皆
さ
ん
の
お
声
を

聴
く
こ
と
も
非
常
に
重
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
そ
う
し
た
機
会
を
増
や
し

な
が
ら
、
町
民
の
生
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
く
。

税
の
申
告
会
場
が
減
少

問
税
の
申
告
会
場
が
平
成
28

年
度
か
ら
９
カ
所
が
３
カ
所

に
減
っ
た
（
中
土
佐
庁
舎
と

大
野
見
庁
舎
を
除
く
）
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
運
用
上
か
ら
の

措
置
と
聞
く
。
不
便
を
感
じ

る
人
が
い
る
。
納
税
者
に
寄

り
添
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

井
口
税
務
課
長
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
の
関
係
で
３
会
場
に
な

っ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
点

は
皆
さ
ん
に
は
ご
理
解
を
賜

り
た
い
。

　

税
務
課
で
は
１
年
を
通
し

て
相
談
を
受
け
て
い
る
。
直

接
役
場
に
お
い
で
に
な
る
か
、

電
話
等
で
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。 個人宅に設置されている薪ストーブ
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問
無
投
票
４
選
の
感
想
は
。

ま
た
、
今
期
４
年
間
の
抱
負

は
。

池
田
町
長
任
期
４
年
を
い
た

だ
い
た
。
責
任
の
重
さ
を
痛

切
に
感
じ
て
い
る
。
初
心
に

返
っ
て
町
政
を
見
直
す
。

　

今
進
め
て
い
る
庁
舎
等
の

移
転
問
題
を
任
期
中
に
完
成

し
て
い
く
。
一
刻
の
猶
予
も

な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
、

平
成
32
年
度
中
に
全
て
を
完

了
し
た
い
。

問
副
町
長
再
任
の
思
い
は
。

三
本
副
町
長
町
長
を
補
佐
し
、

今
期
の
重
点
施
策
に
職
員
と

と
も
に
全
力
で
関
わ
る
。
引

き
続
き
人
材
育
成
に
も
努
め

て
い
く
。

本 井 康 介
庁舎等移転を任期中に

今期４年の抱負は

問
公
共
施
設
移
転
等
の
現
在

の
進し

ん
ち
ょ
く捗
率
は
。

下
元
企
画
課
長
事
業
費
が
61

億
円
に
対
し
、
現
在
ま
で
の

実
積
と
契
約
額
（
完
了
前
）

の
合
計
で
16
億
円
だ
。
進し

ん
ち
ょ
く捗

率
は
26
㌫
だ
。

公
共
施
設
等
移
転
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
26
％

平成32年度末の完成を目指し工事が進む公共施設移転等事業

高
台
へ
の
平
地
の
確
保
は

問
高
台
へ
の
平
地
の
確
保
の

計
画
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い

の
か
。
そ
れ
と
も
計
画
し
な

い
の
か
。

平
田
総
務
課
長
大
変
重
要
な

こ
と
だ
。
国
の
制
度
で
は
被

災
時
に
活
用
す
る
た
め
の
造

成
工
事
に
な
る
と
財
源
が
難

し
い
。
高
台
に
何
ら
か
の
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
事

業
実
施
の
実
現
が
可
能
か
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

池
田
町
長
今
あ
る
大
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
拡
張
を
求
め
る
声

も
多
い
。
ト
ー
タ
ル
で
考
え

て
現
在
の
と
こ
ろ
大
野
で
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

「
道
の
駅
」
指
定
管
理
料
は

問
㈱
シ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
指
定
管
理
料
（
１
０

０
０
万
円
）
の
財
源
内
訳
は
。

下
元
企
画
課
長
地
方
創
生
推

進
交
付
金
２
分
の
１
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
２
分
の
１
だ
。

問
指
定
管
理
料
の
積
算
根
拠

を
聞
く
。

下
元
企
画
課
長
資
料
の
と
お

り
だ
。
年
度
協
定
に
基
づ
き

１
０
０
０
万
円
を
支
払
う
と

い
う
こ
と
だ
。

問
指
定
管
理
料
１
０
０
０
万

円
を
５
年
間
毎
年
拠
出
す
る

計
画
に
変
更
な
い
か
。

下
元
企
画
課
長
拠
出
期
間
５

年
間
の
変
更
は
な
い
。

（
Ｐ
３
参
照
）

町長の今期 4年の重点施策でもある庁舎等の移転事業の完成予想図

高幡消防組合中土
佐分署建設予定地

役場庁舎建設予定地

久礼保育所
建設予定地

➡

➡
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高 橋 雄 造

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」　　
　

外
国
人
の
避
難
誘
導
は

絵
文
字
で
表
示
す
る

問
今
後
、
道
の
駅
を
訪
れ
る

外
国
人
は
町
の
大
型
客
船
ツ

ア
ー
計
画
等
に
よ
り
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

避
難
誘
導
の
掲
示
板
は
日
本

語
と
英
語
の
み
で
表
示
さ
れ

て
い
る
。
多
言
語
で
の
表
示

と
外
国
人
に
対
す
る
ス
タ
ッ

フ
へ
の
教
育
は
。

下
元
企
画
課
長
町
内
の
集
う

場
所
も
含
め
、
防
災
担
当
者

と
と
も
に
、
今
後
協
議
し
て

い
く
。

　

道
の
駅
の
津
波
避
難
看
板

は
、
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
文
字
）

で
の
表
示
に
努
め
る
。

町の宝として守る

島ノ川渓谷の整備は
電
話
回
線
は

問
島
ノ
川
渓
谷
を
訪
れ
る
方

々
の
安
全
確
保
の
た
め
の
電

話
回
線
は
。

下
元
企
画
課
長
平
成
30
年
度

予
算
で
電
話
ボ
ッ
ク
ス
的
な

も
の
を
、
渓
谷
に
２
カ
所
設

置
予
定
だ
。
携
帯
電
話
（
へ

の
対
応
）
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
ら
れ
な
い
。

維
持
管
理
へ
の
助
成
は

問
渓
谷
の
自
然
環
境
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
へ

の
助
成
は
。

槇
本
農
林
課
長
平
成
12
年
か

ら
５
年
間
、
３
６
０
０
本
余

り
の
モ
ミ
ジ
等
を
植
樹
し
た
。

　

近
年
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
は
、
県
の
森
林
環
境

税
を
原
資
と
し
た
「
こ
う
ち

山
の
日
支
援
事
業
」
を
活
用

し
て
い
る
。
２
年
前
か
ら

行
っ
て
い
る
ミ
ツ
マ
タ
の
植

樹
は
、
「
緑
の
募
金
」
の
補

助
を
受
け
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
等
へ

は
補
助
を
充
て
ら
れ
な
い
が
、

何
ら
か
の
補
助
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
今
後
考
え
て
い
き
た

い
。

自
家
発
電
機
は

問
災
害
時
に
使
用
す
る
高
性

能
の
自
家
発
電
機
は
現
在
町

内
３
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
配
置
数
・
場
所

（
地
区
）
は
。

平
田
総
務
課
長
現
在
、
久
礼

小
学
校
・
上
ノ
加
江
小
学
校

・
槇
野
々
集
会
所
の
３
カ
所

に
整
備
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
は
、
笹
場
小
学
校
・
寺

野
体
育
館
・
大
野
見
小
中
学

校
体
育
館
・
大
野
見
喜
田
地

区
集
会
所
に
整
備
す
る
。

　

今
後
は
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
た
避

難
所
な
ど
を
中
心
に
整
備
し

て
い
く
。

道の駅の従業員を対象とした避難訓練（３月13日）

道
路
舗
装
は

問
島
ノ
川
渓
谷
の
道
路
舗
装

は
。

槇
本
農
林
課
長
未
舗
装
部
分

は
、
四
万
十
森
林
管
理
署
の

管
理
区
間
だ
。
木
材
搬
出
に

支
障
が
な
く
、
舗
装
の
予
定

は
な
い
と
の
こ
と
だ
。

　

将
来
を
見
据
え
、
要
望
を

上
げ
た
い
。

町
長
の
思
い
は

問
町
長
の
島
ノ
川
渓
谷
に
対

す
る
思
い
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

池
田
町
長
島
ノ
川
の
林
産
物

を
は
じ
め
、
そ
の
景
観
等
を
、

町
の
宝
と
し
て
守
っ
て
い
く
。

伐採跡へのミツマタの植樹
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福 永 守 恭

今
期
４
年
の
考
え
は

希
望
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

旬の産品にスポットを当て

「道の駅なかとさ」　　　　　

イベントで情報発信を

問
町
長
の
４
期
目
の
町
政
に

対
す
る
考
え
を
聞
く
。

池
田
町
長
懸
案
事
項
は
庁
舎

等
の
移
転
問
題
だ
。
合
併
特

例
債
の
期
限
の
平
成
32
度
中

に
全
て
を
完
了
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

　

合
併
し
て
13
年
目
に
入
っ

て
い
る
が
一
体
感
の
醸
成
は

一
朝
一
夕
に
は
進
ま
な
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
し
な

が
ら
、
各
地
域
が
希
望
を
持

ち
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
協
働
で
進
め
た
い
。

矢
井
賀
へ
リ
ポ
ー
ト
は

問
矢
井
賀
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

平
田
総
務
課
長
矢
井
賀
地
区

で
の
災
害
時
の
孤
立
対
策
、

日
常
の
救
急
搬
送
等
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
再
度
、
立
地
条
件

を
整
理
し
直
す
。
今
後
は
、

増
加
傾
向
に
あ
る
救
急
搬
送

を
念
頭
に
、
浸
水
予
想
範
囲

内
外
を
問
わ
ず
地
域
と
協
議

し
、
整
備
に
向
け
た
候
補
地

の
選
定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
「
道
の
駅
」
や
地
産
外
商

の
年
間
を
通
じ
た
旬
の
イ
ベ

ン
ト
・
情
報
発
信
の
計
画
を

聞
く
。

下
元
企
画
課
長
３
月
25
日
の

日
曜
日
に
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ア
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
る
。
開
業
１
周
年
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

旬
の
産
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
た
大
小
の
企
画
を
行
い
、

中
土
佐
町
の
産
品
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

池
田
町
長
駅
長
は
現
在
の
と

こ
ろ
、
「
道
の
駅
」
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
責

務
で
あ
り
、
今
後
、
地
産
外

商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
立

場
で
町
内
の
一
次
産
品
の
売

り
出
し
も
含
め
て
進
め
て
い

く
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

「道の駅」で開催されたスプリングフェアでのドッグショー（３月25日）

大野見南地区のヘリポートに着陸するドクターヘリ
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議会は、どなたでも傍聴できます。

６月定例会日程（予定）
6月13日（水）　行政報告・委員長報告
　　　　　　　　 議案の提案理由説明　他
6月18日（月）　一般質問
6月19日（火）　一般質問
6月21日（木）　議案等の採決　他

　

４期目の町政運営の基本方針
　①誇りの持てるまちづくり
　②ともに助け合い、必ず助かる街づくり
　③水産業、農業の振興、若者定住、移住促進
　④質の高い教育環境
　⑤「仮称・子どもセンター」の設置検討
　⑥健全な財政運営
　以上の実現に向け取り組む。

平成30年度予算編成
　一般会計当初予算は、歳入歳出総額が77億1809
万円となった。過去最大の予算編成となっている。

公共事業移転等事業
　おおむね計画どおり進んでいる。

ＳＥＡプロジェクト事業
　３月４日、年間来場者の目標25万人を突破。全
店舗の売上高も２月中旬に、年間目標金額の２億
5800万円を突破した。

南海トラフ地震対策
　自主防災会連絡協議会が広島市の豪雨災害の
現地視察研修を実施。住宅の耐震化工事も 2 月末
までに 59 件の申請を受け付けた。

国民健康保険税の改正
　本年４月から国保の都道府県域化が予定され、
運営主体が大きく変わる。これに伴い、今議会に
国保税率の改正案を上程している。

高齢者保健福祉計画並びに介護保険事業計画
　平成 30年度からの第１号被保険者の介護保険
料基準額は、340円増の6680円となる。

第29回かつお祭
　今年の「かつお祭」は、例年どおり、ふるさと
海岸で行う。
　

介護保険料基準額が6680円に 池田町長の行政報告

議会に対するご意見　　　
　などを募集しています。

ご意見やご感想など500字以内で、郵送でご
投稿ください。

会議録をご覧いただけます。

　インターネット中継映像及び音声は公式記録

ではありません。また「議会だより」は発言の

概要のみを掲載しています。公式記録は会議録

をご覧ください。

　会議録は、中土佐町のホームページ及び議会

事務局でご覧いただけます。

スマホ・パソコンで議会を

　スマートフォンやパソコンで本会議の様子
が視聴できます。生中継だけでなく平成28年
以降の過去の映像もご覧いただけます。
　中土佐町のホームページか
ら議会のページに進みご覧く
ださい。

〒 789-1301
中土佐町久礼 6602 番地 2

　　中土佐町議会事務局

投稿先

※日程は、変更になることがありますので、ご注意
　ください。
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私たちは、こんなことをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

２月８日

第１回臨時会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○○

２月28日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

３月６日

３月定例会＜１日目＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○△○ ○ △ ○ ○○ ○ ○

３月８日

全員協議会＜予算精査＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

総務常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

３月９日

全員協議会＜予算精査＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会（中土佐庁舎） ○○ ○ ○ ○

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

３月14日 ３月定例会＜２日目＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月15日 ３月定例会＜３日目＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月19日

３月定例会＜４日目＞（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

３月23日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

３月26日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

３月30日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

≪各議員の出欠状況（平成30年２月５日～平成30年３月31日≫

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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議員は何をしゆうが？

●２月　
　14日　　　高幡消防組合との打合せ（中土佐庁舎）
　19日　　　高幡東部清掃組合議会臨時会【議長・議選組合委員】（高幡東部清掃組合）
　21日　　　津野町・梼原町へ就任あいさつ【正副議長】
　　　　　　高幡広域市町村圏事務組合との打合せ（中土佐庁舎）
　22日　　　第35回高幡町村議会議長会臨時総会（高知市／高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村議会議長会第69回定期総会（高知市／高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村長・町村議会議長大会（ザクラウンパレス新阪急高知）
　27日　　　津野山養護老人ホーム組合定例会（須崎市／道の駅かわうその里須崎）
　　　　　　高陵特別養護老人ホーム組合定例会（須崎市／道の駅かわうその里須崎）
　　　　　　高幡障害者支援施設組合定例会（須崎市／道の駅かわうその里須崎）
　　　　　　高幡消防組合定例会（須崎市／道の駅かわうその里須崎）
　　　　　　高幡広域市町村圏事務組合定例会（須崎市／道の駅かわうその里須崎）

●３月
　13日　　　久礼中学校卒業式（久礼中学校）
　　　　　　大野見中学校卒業式【（代理）副議長】（大野見中学校）
　　　　　　上ノ加江中学校卒業式【（代理）教育民生常任委員長】（上ノ加江中学校）
　16日　　　高知県自衛隊入隊・入校激励会（高知市／三翠園）
　22日　　　久礼小学校卒業式（久礼小学校）
　　　　　　上ノ加江小学校卒業式【（代理）教育民生常任委員長】（上ノ加江小学校）
　23日　　　大野見小学校卒業式【（代理）副議長】（大野見小学校）
　　　　　　高幡西部特別養護老人ホーム組合議会【議長・議選組合議員】（四万十町役場西庁舎）
　24日　　　久礼保育所卒園式（久礼保育所）
　　　　　　大野見保育所卒園式【（代理）副議長】（大野見保育所）
　　　　　　上ノ加江保育所卒園式【（代理）教育民生常任委員長】（上ノ加江保育所）
　27日　　　高幡東部清掃組合議会定例会【議長・議選組合議員】（高幡東部清掃組合）

≪議長の主な活動状況（平成30年２月５日～平成30年３月31日≫

2月22日に開催された高知県町村議会議長会第69回定期総会（上）
と高知県町村長・町村議会議長大会（右）
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上ノ加江小学校
５・６年生が
議会を傍聴 議会を傍聴する上ノ加江小学校５・６年生の皆さん

みんな町のために
がんばっているんだ！

みんな上手に言っていて、
否定するときも相手と言
い合いにならないように
言っていた。いろいろな
質問を子ども以外の大人
の人たちにわかりやすく
言っていた！

町はいろいろな問題がある
んだなあと思いました。た
くさんの質問やその答えを
言っていて、どれも町のた
めなんだなあ！

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
３
月
14
日
、
上
ノ
加
江
小
学

校
５
・
６
年
生
全
員
が
議
会
の
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
傍
聴
中
は
議
員
や

執
行
部
の
発
言
を
聞
き
逃
さ
ま
い
と
、
全
員
が
真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を

取
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

議
場
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
、
学
校
に
帰
っ
て
感
想
を
ま
と
め
、
議

会
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

カツオの運送の仕方
を見直すことを話し
合っていた！

ピリピリしていておこ
られているような感じ
がした！

みんな自分の
言いたいこと
をはっきり言
えていた！

みんなピリピリして
いてこわかった！

水産業で、愛南町の
例を出しながら運営
体制変更のことを話
し合っていた。賛成
と反対の意見が出て、
すごかった！

町のいろいろな問題を議
員の方たちと解決してい
くことがわかった。町の
問題を知ることができた
ので、おもしろかった！
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今
号
で
は
、
下
元
道
夫
議

員
が
平
成
29
年
６
月
定
例
会

で
質
問
し
た
「
矢
井
賀
の
津

波
対
策
」
の
問
題
を
追
跡
し

ま
し
た
。

【
平
成
29
年
６
月
定
例
会
】

 

小
矢
井
賀
、
大
矢
井
賀

の
（
津
波
）
浸
水
高
は
。
大

矢
井
賀
の
南
山
避
難
路
か
ら

県
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
聞
く
。

 

県
想
定
で

最
大
15
・
５
ｍ
。
到
達
時
間

は
、
17
分
と
い
う
こ
と
だ
。

　

住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
津
波

に
よ
っ
て
浸
水
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
避
難
路
か
ら

県
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
再

度
検
討
は
可
能
だ
。

 

矢
井
賀
地
区
で
２
４
０

人
を
超
す
方
が
住
ん
で
い
る
。

逃
げ
延
び
た
後
の
避
難
所
の

確
保
に
つ
い
て
聞
く
。

大
矢
井
賀
地

区
は
、
資
機
材
倉
庫
を
災
害

時
の
防
災
拠
点
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

小
矢
井
賀
地
区
は
、
自
主

防
災
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

施
設
整
備
に
向
け
、
用
地
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

「ありゃ「ありゃ「ありゃ
どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」

■
そ
の
後
の
対
応

問平
田
総
務
課
長

　

小
矢
井
賀
地
区
の
避
難
所

を
兼
ね
た
資
機
材
倉
庫
の
設

計
委
託
を
平
成
30
年
度
に
行

う
。
ま
た
、
大
矢
井
賀
の
避

難
路
か
ら
県
道
に
降
り
る
道

も
平
成
30
年
度
に
整
備
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
総
務
課
）

問平
田
総
務
課
長

住宅のほとんどが浸水すると予想されてい
る小矢井賀地区（上）と県道改良によって
できた馬鞍トンネル小矢井賀側の資機材倉
庫の建設予定地（右）

★
選
挙
の
時
以
外
議
員
を
見
る

こ
と
が
少
な
い
。
町
民
の
声

を
聞
き
、
町
民
の
代
表
と
い

う
自
覚
を
持
ち
、
日
々
勉
強

し
努
力
し
て
ほ
し
い
。

★
採
決
の
と
き
、
何
で
も
執
行

部
案
に
賛
成
し
て
い
る
。
町

民
の
考
え
と
違
っ
て
い
る
。

反
対
意
見
が
少
な
く
、
イ
エ

ス
マ
ン
が
大
部
分
だ
。
町
長

べ
っ
た
り
で
、
仲
良
し
会
だ
。

茶
番
の
議
会
。

　

議
会
と
執
行
部
と
の
関
係

は
「
車
の
両
輪
」
に
例
え
ら

れ
、
議
会
は
そ
の
一
方
の
輪

と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ご
指

摘
の
「
声
」
も
踏
ま
え
、
議

会
内
で
の
議
論
を
活
性
化
し
、

安
易
な
妥
協
は
せ
ず
、
議
員

全
員
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

「
声
」
を
第
一
に
考
え
、
行

動
す
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

議長から

声
昨
年
度
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

選挙の時ばあしか議員を見ん！　　　
　　　　　何でも執行部に賛成しゆう！

　

１
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
、

そ
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

へ
参
加
し
た
と
き
に
、
ご
指

摘
の
よ
う
な
「
声
」
を
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
よ
り
一
層
町
民

の
皆
さ
ま
に
接
し
、
多
く
の

「
声
」
を
聴
き
、
議
会
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
で
は
「
議
員

出
張
懇
談
会
」
（
裏
表
紙
参

照
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
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中
土
佐
町
議
会
だ
よ
り

発
行
／
高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
7
8
9
-1
3
0
1
　
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
6
6
0
2
-2

電
話
（
0
8
8
9
）
5
2
-2
4
1
0
（
直
通
）　
F
A
X
（
0
8
8
9
）
5
2
-4
8
5
0
（
直
通
）

中
土
佐
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

下
元　

道
夫

副
委
員
長　

窪
田　

和
教

委　
　

員　

山
本　

建
生

　
　
　
　
　

高
橋　

雄
造

つ
ぶ
や
き

　

新
人
議
員
の
任
期
は
２
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
私
の
誕
生
日
で
も
あ
り
、「
新
た
な
気
持
で
が
ん
ば
れ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

ま
だ
２
カ
月
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ず
い
ぶ
ん
長
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
初
め
て
の
議
会
質
問
を
し
ま
し
た
。
原
稿

を
作
り
、
誤
り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
読
み
返
し
て
時
間

配
分
も
考
え
て
臨
み
ま
し
た
が
、
１
時
間
い
っ
ぱ
い
使
う
こ

と
が
で
き
ず
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
執
行

部
の
答
え
に
的
確
に
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
反
省
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
県
内
の
市
町
村

議
会
を
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
が
、
見
る
と
や
る
と
は
大
違
い
。

発
言
席
に
立
つ
と
や
は
り
緊
張
す
る
も
の
で
す
。

　

友
人
か
ら
は
「
新
人
や
き
分
か
ら
ん
こ
と
は
何
で
も
聞
い

た
ら
よ
い
」
と
か
、「
ま
あ
、
最
初
は
勉
強
の
つ
も
り
で
が
ん

ば
れ
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

広
辞
苑
で
「
新
人
」
を
ひ
く
と
「
新
た
に
加
入
し
た
人
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
の
こ
と
は
出
て
お
ら
ず
、「
年

齢
は
関
係
な
い
。
大
事
な
の
は
や
る
気
と
行
動
力
」
と
一
人

で
納
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
4
月
５
日　

記
）

中
土
佐
町
議
会
議
員　

窪
田　

和
教

　

今
年
度
の
「
議
会
だ
よ

り
」
の
表
紙
の
写
真
は
「
地

域
で
頑
張
る
仲
間
」
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　

１
回
目
は
、
上
ノ
加
江
廣

埜
神
社
の
初
午
様
（
は
つ
う

ま
さ
ま
）
の
「
太
刀
練
り
」

を
保
存
し
、
舞
う
仲
間
た
ち
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

満
開
の
桜
の
下
、
太
刀
打

ち
、
虚
無
僧
、
十
手
、
天
狗

ら
の
「
練
り
」
が
行
く
。

　

旧
暦
２
月
の
「
初
午
」
の

日
に
行
わ
れ
る
上
ノ
加
江
の

廣
埜
神
社
の
「
太
刀
練
り
」

で
す
。

　

今
年
も
、
「
上
ノ
加
江
太

刀
練
保
存
会
」
（
出
来
勝
久

会
長
）
の
人
や
小
・
中
学
生

ら
30
人
が
参
加
し
、
２
時
間

に
も
及
ぶ
「
太
刀
練
り
」
が

伝
統
に
の
っ
と
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宝
永
４
年
（
１
７
０
７
年
）

の
大
津
波
で
古
い
記
録
が
失

わ
れ
た
た
め
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
３
０

０
年
以
上
の
伝
統
が
あ
る
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
町
無
形
文
化

財（
民
俗
）に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
今
、
後
継
者
不
足
と

祭
り
を
行
う
資
金
不
足
で
存

続
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

「
今
年
が
最
後
に
な
る
か

も
」
と
の
心
配
の
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初午様の「太刀練り」が行われる現在（左）と大正末期（右）の廣埜神社

　今回の主な内容
●平成30年３月定例会
　　議案審議 ………………………
　　主な議案と議員の賛否 ………
　　一般質問 ………………………
      行政報告 ………………………
●議員の活動状況 …………………
●小学生が議会を傍聴 ……………
●追跡・声 …………………………
●地域で頑張る仲間 ………………
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上ノ加江廣埜神社の初午様の「太刀練り」（P18参照）

議会だより
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３ 月 定 例 会

■一般会計予算に修正案  ･･･････････････････ 2

■新人議員３人全員が一般質問  ･･･････ 5

■上ノ加江小学校5･6年生が傍聴  ･･･ 16

上ノ加江太刀練保存会

の皆さんから

　春の「練り」は漁師が舞い、
秋の「花取り」は農家の人が踊る。
　上ノ加江の暮らしを支えてき
た漁業と農業に感謝し、地域の
平穏を祈ってきた伝統文化を長
く続けることができるよう町に
も議会にも支援をお願いしたい。

上ノ加江太刀練保存会の出来会長

議員出張懇談会
10人程度以上の参加が見込める団体やグループ
で、議員との懇談の希望があれば、町内どこへ
でも出張いたします。
ご希望がある場合は、お問い合わせください。

中土佐町議会事務局TEL52-2410　FAX52-4850
E-mail  gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

お問い合わせ先

議員がどこへでも出張する
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